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高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

急
増

　

わ
が
国
で
は
５
人
に
１
人
、
約

２
千
５
百
万
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
１
千
万
人

以
上
の
方
が
１
人
ま
た
は
高
齢
者
同
士

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
高
齢
者
を

狙
っ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数

は
年
々
増
加
し
高
額
被
害
の
相
談
も
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
問
題
意
識
を

高
め
る
と
共
に
、家
族
や
ま
わ
り
の
方
々

が
日
頃
か
ら
高
齢
者
の
様
子
を
気
に
か

け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
諸
機
関
と
連

携
し
て
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら

す
ぐ
相
談
を

　

本
村
の
高
齢
化
率
は
35
％
超
。
村
民

の
３
人
に
１
人
は
高
齢
者
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
悪
質
業
者
は
「
だ
ま
さ

れ
た
こ
と
に
気
づ
き
に
く
い
」「
被
害

に
あ
っ
て
も
相
談
し
に
く
い
」
状
況
の

高
齢
者
世
帯
を
狙
う
ケ
ー
ス
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
本
村
で
は
ま
だ
被
害
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
、
県
南
の
市

町
村
で
必
要
も
な
い
住
宅
改
造
を
さ
せ

ら
れ
、
不
当
な
高
額
請
求
を
受
け
た
事

例
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
く
い
止

め
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
と
日
常
的
に

接
し
て
い
る
身
近
な
方
々
が
、
ま
ず
変

化
に
気
づ
き
、
相
談
に
つ
な
ぐ
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
被
害
を
受
け
た
場
合
や
何
か
相
談
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
役
場
企
画
観
光
課 

消
費
者
行
政
担
当

　

☎
６
７

－

３
２
０
３

・
延
岡
地
方
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２

－

２
１

－

０
９
９
８

高
齢
者
見
守
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成

　

民
生
委
員
や
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
方
々
は
高
齢
者
に
と
っ
て
身

近
で
心
強
い
味
方
で
す
。「
あ
れ
？ 

い

つ
も
と
違
っ
て
変
だ
な
」
と
高
齢
者
の

く
ら
し
の
中
の
変
化
に
気
づ
い
て
い
た

だ
き
た
い
、
そ
ん
な
想
い
か
ら
（
財
）

消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
見
守

り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。

役
場
企
画
観
光
課
（
消
費
者
行
政
担
当

窓
口
）
で
は
、
村
内
の
福
祉
関
係
者
及

び
民
生
委
員
、区
長
さ
ん
な
ど
に
対
し
、

今
後
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

全
国
で
被
害
者
急
増
中
！　

ま
わ
り
の
私
た
ち
で

高齢者の消費者トラブル

悪質な手口から

高齢者を守ろう

見守るくん

イラストレーション／みつき
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ご
存
じ
で
す
か
？

契
約
が
解
除
で
き
る

「
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
」

　

訪
問
販
売
な
ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条

件
で
解
除
で
き
る
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」（
頭
を
冷
や
す
）
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
、

８
日
間
以
内
に
書
面
で
通
知
を
し
て
く

だ
さ
い
（
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
商
法
・
内

職
商
法
は
20
日
間
）。
ハ
ガ
キ
は
両
面

コ
ピ
ー
し
て
、
配
達
記
録
郵
便
に
し
、

送
付
し
た
証
拠
を
残
し
ま
す
。
ま
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
あ
る
時
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
に
も
同
様
に
は
が
き
で
通

知
し
ま
す
。

　

も
し
、
被
害
の
発
見
が
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
あ

き
ら
め
な
い
で
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
消
費
生
活
相
談
窓
口
）
へ
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に
認
知
症
の
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合

　

認
知
症
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に

は
今
後
の
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

①
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な

金
銭
管
理
な
ど
の
援
助
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
在
宅
で
自
立
し
て
地
域
生
活
を

営
め
る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

②
成
年
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
、
財
産

管
理
や
身
上
監
護
に
関
す
る
契
約
な

ど
の
法
律
行
為
の
援
助
を
行
う
制
度
で

す
。
家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
る
こ
と

に
よ
り
、後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る「
法

定
後
見
制
度
」
と
、
判
断
能
力
が
衰
え

た
と
き
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
任
意

後
見
人
を
決
め
公
正
証
書
に
よ
る
契

約
を
行
う
「
任
意
後
見
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
宮
崎
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
青

色
回
転
灯
を
装
備
し
た
自
動
車
が
県

内
の
全
市
町
村
に
贈
ら
れ
、
本
村
に

も
１
台
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急

車
両
を
除
き
、
一
般
車
両
に
回
転
灯

を
装
備
す
る
こ
と
は
法
令
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
青
色
回
転
灯

の
視
覚
効
果
を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

活
用
し
た
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
警
察
か
ら
証
明
を
受
け
れ
ば
車

両
へ
の
装
備
と
防
犯
活
動
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
役
場
で
日
向
警
察
署

か
ら
講
師
を
迎
え
て
の
講
習
会
が
行

わ
れ
、
受
講
し
た
村
職
員
23
人
が
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
子

ど
も
た
ち
や
高
齢
者
が
巻
き
込
ま
れ

る
犯
罪
が
多
発
し
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
広
大
な
面
積
を
持
つ

本
村
に
お
い
て
警
察
と
連
携
し
た
地

域
防
犯
活
動
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
機

会
あ
る
ご
と

に
村
内
を
巡

回
し
ま
す
の

で
村
民
の
皆

さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

よ
り
安
心
安
全
な
村
を
目
指
し
て

本
村
で
青
色
防
犯

　

パ
ト
ロ
ー
ル
始
ま
る

▲契約解除通知の書面記入例
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台
風
災
害
の
経
験
を
生
か
し
て

平
成
18
年
度

椎
葉
村
防
災
訓
練

　

７
月
２
日
、
村
内
全
域
で
平
成
18
年

度
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
昨
年
、
一
昨
年

の
台
風
災
害
の
経
験
を
生
か
し
、
今
回

は
村
や
消
防
団
、
全
地
区
の
住
民
が
一

致
協
力
し
て
訓
練
に
参
加
。
避
難
方
法

や
連
絡
体
制
の
確
認
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
地
区
ご
と
に
目
的
を
定
め
た
訓
練
を

行
い
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
非
常
時
を
想
定
し
て
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、防
災
無
線
と
衛
星

携
帯
電
話
を
使
用
し
て
各
消
防
団
や
各

地
区
の
代
表
者
と
連
絡
を
取
り
合
う
な
ど

一
斉
の
通
信
訓
練
を
実
施
。ま
た
、各
地

区
に
設
置
さ
れ
た
地
区
災
害
対
策
本
部
で

は
、避
難
誘
導
や
炊
き
出
し
の
訓
練
、救
急

法
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
く
な
ど
１
２
０
０

人
以
上
の
村
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
初
と
な
る
村
内
一
斉
の
訓

練
で
、
対
策
本
部
長
を
務
め
た
椎
葉
晃

充
村
長
は
「
訓
練
の
目
的
は
十
分
に
達

成
で
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
今
後
は
各
地
区
か
ら
の
報

告
を
も
と
に
防
災
対
策
に
努
め
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲炊出訓練に用いたハイゼックス。

▲日赤から講師を招いて救急法講習会を実施（松尾地区）。

　

７
月
８
日
、
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

平
成
18
年
度
椎
葉
村
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内
の
消

防
団
員
や
関
係
者
２
５
０
人
が
参
加
。

ど
の
部
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

し
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
小
型
ポ

ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

放
水
の
早
さ
や
規
律
動
作
の
正
確
さ

を
審
査
し
た
結
果
、本
部（
上
椎
葉
地

区
、中
園
騰
部
長
）が
優
勝
。２
位
の
第
５

部（
小
崎
、
椎
葉
一
部
長
）と
と
も
に
本

村
を
代
表
し
て
日
向
支
部
大
会（
日
向

市
）へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
大
会
成
績

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優　

勝　

本
部
（
上
椎
葉
）　

　

第
２
位　

第
５
部
（
小
崎
）　

　

第
３
位　

第
７
部
（
大
河
内
）

　

※
上
位
２
位
が
支
部
大
会
出
場

【
積
載
車
の
部
】

　

第
11
部
（
尾
前
）

　

※
代
表
し
て
支
部
大
会
出
場

き
び
き
び
と
し
た
操
法
を
披
露

平
成
18
年
度
椎
葉
村
消
防
操
法
大
会

▲小型ポンプの部で優勝した本部。
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６
月
30
日
、
本
村
の
す
こ
や
か
館
で

第
46
回
入
郷
地
域
開
発
期
成
同
盟
会

の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、

椎
葉
村
・
諸
塚
村
・
美
郷
町
の
首
長

と
議
会
議
員
で
組
織
。
相
互
の
親
睦

を
図
る
と
共
に
、
産
業
・
経
済
の
発
展
、

道
路
の
開
発
整
備
、
福
祉
の
充
実
な

ど
を
広
域
的
に
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
に
は
、
３
人
の
地
元

選
出
県
議
会
議
員
も
訪
れ
る
な
ど
関

係
者
50
人
が
出
席
。
各
議
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
今
年
度
行
う
陳
情
事
項
な

ど
を
協
議
し

た
後
、
本
村

の
民
俗
芸
能

博
物
館
学

芸
員
、
黒
木

光
太
郎
さ
ん

に
よ
る
「
椎

葉
村
の
民
俗

文
化
財
の
現

状
と
課
題
」

と
題
し
た
講

演
会
も
行
い

ま
し
た
。

第
46
回　

入
郷
地
域
開
発

　

期
成
同
盟
会
総
会

甲
斐
福
次
郎
さ
ん
（
雨
木
）

　

祝
百
歳

村
内
が
集
中
豪
雨
に

　

見
舞
わ
れ
る

高
値
が
続
く
和
牛
市
場

　

甲
斐
福
次
郎
さ
ん
（
雨
木
）
が
、
７

月
２
日
に
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
福
次
郎
さ
ん
は
明

治
39
年
生
ま
れ
で
、
現
在
娘
さ
ん
、
お

孫
さ
ん
と
３
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

村
長
が
訪
問
し
た
際
に
は
体
調
を
崩
さ

れ
て
療
養
中
で
し
た
が
、
村
長
が
祝
状

と
祝
金
を
手
渡
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を

贈
る
と
大
変
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
孫
や
ひ
孫
の

方
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
全
員
で
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

　

百
歳
以
上
の
方
は
村
内
で
は
３
人
目
と

な
り
、
在
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
は
福

次
郎
さ
ん
で

２
人
目
と
な

り
ま
し
た
。

早
く
病
気
を

治
し
て
自
宅

で
生
活
す
る

こ
と
を
楽
し

み
に
さ
れ
て

い
る
そ
う
で

す
。

　

７
月
18
〜
23
日
に
か
け
て
降
り
続
い

た
大
雨
は
、
総
雨
量
が
１
２
０
０
ミ
リ
を

超
え
た
宮
崎
県
南
部
を
は
じ
め
全
国
で

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
村
内

に
お
い
て
も
、
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
大
河
内
地
区
や
ひ
む
か
神
話
街
道
（
夜

狩
内
〜
中
山
）
の
道
路
で
土
砂
崩
れ
が
発

生
。村
民
の
生
活
に
も
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、河
川
が
増
水
し
た
た
め
に
災
害
復

旧
工
事
が
一時
中
断
し
た
ほ
か
、河
川
敷
が

冠
水
し
た
栂
尾
地
区
で
は
23
日
に
開
催
す

る
は
ず
の
小
丸
川
源
流
ま
つ
り
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。九
州
地
区
は
同
26
日
に
梅
雨

明
け
宣
言
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、今
後
台
風

の
動
き
な
ど
に
は
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　

７
月
20
〜
21
日
、
延
岡
家
畜
市
場
で

東
臼
杵
郡
市
畜
連
主
催
の
７
月
期
子
牛

セ
リ
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
管
内
か
ら

７
２
６
頭
、
本
村
か
ら
86
頭
の
子
牛
が

セ
リ
に
掛
け
ら
れ
、
１
頭
あ
た
り
雌
平

均
５
０
５
千
円
、
去
勢
平
均
４
９
５
千

円
の
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
セ
リ
市
で
は
雌
で
１
，

２
６
５
千
円
の
蝉
尾
誠
さ
ん
（
小
河

内
）、
去
勢
の
部
で
６
４
５
千
円
で
椎

葉
益
利
さ
ん
（
不
土
野
中
）
が
１
頭
あ

た
り
の
最
高
単
価
で
販
売
し
ま
し
た
。
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Shiiba Topics

陸
上
走
幅
跳　

岡
村
拓
尭
さ
ん

（
宮
崎
工
３
年　

松
尾
中
出
身
）

陸
上
砲
丸
投　

七
尾　

紘
さ
ん

（
宮
崎
工
１
年　

椎
葉
中
出
身
）

　

今
年
６
月
に
宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
第

33
回
宮
崎
県
高
校
総
体
で
、
本
村
出
身

の
岡
村
拓
尭
さ
ん
が
陸
上
男
子
走
幅
跳

で
６
ｍ
77
で
２
年
連
続
と
な
る
優
勝
、

ま
た
同
砲
丸
投
で
七
尾　

紘
さ
ん
が

１
年
生
な
が
ら
14
ｍ
53
で
優
勝
し
ま
し

た
。
２
人
は
８
月
に
大
阪
長
居
競
技
場

で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
体
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
高
校
総
体

出
場
お
め
で
と
う
！

村
立
病
院
の

新
し
い
職
員
を

紹
介
し
ま
す
！

■
年
齢　

33
歳

■
趣
味　

ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
）・
釣
り
・

合
コ
ン

■
ひ
と
こ
と　

放
射
線
技
師
の
坂
口
和

隆
で
す
。
今
年
４
月
よ
り
村
立
病
院
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
村
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
性

格
は
明
る
く
楽
し
い
と
言
わ
れ
て
ま
し

た
の
で
、
見
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
噛
み
つ
き
は
し

ま
せ
ん
の
で
！

診
療
放
射
線
技
師

坂
口　

和
隆 

技
師

　

今
年
11
月
10
〜
12
日
に
開
催
予
定
の

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６
」
の
ポ

ス
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど

県
内
外
の
印
刷
会
社
が
作
成
し
た
６
枚

の
ポ
ス
タ
ー
の
選
定
投
票
を
行
っ
た
結

果
、
次
の
ポ
ス
タ
ー
が
最
多
得
票
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
村
内
外
で
掲
示
し
イ
ベ
ン
ト

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
が
ポ
ス
タ
ー
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
企
画
観
光
課
の
同
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
９
８
２

－

６
７

－

３
２
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
送
付
希
望
の
方
は
受
取
人
払
い
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
６
」

　

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
決
定

▲写真右から、岡村拓尭さん、七尾　紘さん。
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椎葉
晃充
村長の

７月
の
動き

２日　村防災訓練

４日　地域づくり懇談会（松尾・上椎葉）

　　　甲斐福次郎さん百歳訪問

６日　庁議

８日　村消防操法大会

　　　（椎小グラウンド）

10日　県障害者施策推進会議

　　　（宮崎市）

12日　生涯学習推進本部会議

　　　村神楽連合会総会

15日　福岡村人会鈴の音会

18日　日向東臼杵南部広域連合議会・

　　　入郷衛生組合（日向市）

　　　県知事要望活動（宮崎市）

20日　国会予算編成要望活動

　　　（東京都、〜 21日）

25日　郡内町村長政務調査

　　　（長野県、〜 27日）

29日　椎葉夏まつり花火大会

▲村消防操法大会（８日）

　

７
月
24
〜
26
日
、
県
総

合
運
動
公
園
（
宮
崎
市
）

を
主
会
場
に
第
57
回
宮
崎

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
村

か
ら
は
今
年
６
月
の
郡
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
５
競
技

72
人
の
選
手
が
郡
代
表
で

出
場
。
猛
暑
の
中
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
中

で
も
、
陸
上
競
技
男
子
共

通
砲
丸
投
に
出
場
し
た
蔵

座
元
気
君（
椎
葉
中
３
年
）

が
11
ｍ
38
で
見
事
優
勝
し

九
州
大
会
へ
出
場
を
決
め

た
ほ
か
、
同
１
０
０
ｍ
男

子
１
年
の
椎
葉
幸
太
君
も

12
秒
78
で
３
位
入
賞
と
大

健
闘
し
ま
し
た
。

椎葉の中学生が大活躍！

第57回 宮崎県中学校総合体育大会

蔵座元気 君
（椎葉中３年）

県
大
会
出
場
者
紹
介

■
椎
葉
中

【
陸
上
】

尾
前　

俊
樹
（
３
年
）

椎
葉　

健
太
（
３
年
）

椎
葉　

翔
太
（
３
年
）

椎
葉　

将
之
（
３
年
）

蔵
座　

元
気
（
３
年
）

椎
葉　

圭
介
（
２
年
）

右
田　

雄
大
（
２
年
）

尾
前　

大
地
（
１
年
）

椎
葉　

幸
太
（
１
年
）

【
卓
球
】 

中
竹　

眞
子
（
３
年
） 

右
田　

才
子
（
３
年
） 

椎
葉
美
智
子
（
３
年
） 

甲
斐　

莉
那
（
３
年
） 

中
村　

麻
里
（
２
年
） 

那
須　
　

舞
（
２
年
） 

甲
斐　

春
佳
（
２
年
） 

椎
葉　

清
美
（
２
年
） 

椎
葉　
　

香
（
２
年
） 

右
田　

裕
美
（
２
年
） 

椎
葉
ひ
か
り
（
１
年
） 

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

井
手　
　

優
（
３
年
）

甲
斐　

史
将
（
３
年
）

椎
葉　
　

太
（
３
年
）

椎
葉
慎
太
郎
（
３
年
）

尾
前　

克
之
（
２
年
）

甲
斐　

英
樹
（
２
年
）

椎
葉　

倫
久
（
２
年
）

椎
葉　

勇
気
（
２
年
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

椎
葉　

志
織
（
３
年
）

椎
葉　

智
代
（
３
年
）

那
須
千
由
希
（
３
年
）

那
須　

知
佳
（
３
年
）

冨
士
本
麻
衣
（
３
年
）

右
田　

真
衣
（
３
年
）

椎
葉
つ
か
さ
（
２
年
）

那
須　
　

舞
（
２
年
）

那
須　

莉
紗
（
２
年
）

那
須　

千
鶴
（
１
年
）

椎
葉　

夏
海
（
１
年
）

那
須
絵
理
夏
（
１
年
）

那
須　

佑
美
（
１
年
）

尾
前
は
る
な
（
１
年
）

【
剣
道
】

椎
葉
湧
一
朗
（
３
年
）

椎
山　

大
輔
（
３
年
）

中
瀬　

順
也
（
３
年
）

橋
本　

崇
義
（
３
年
）

右
田　

尚
也
（
３
年
）

中
瀬　
　

梢
（
３
年
）

中
瀬　
　

希
（
３
年
）

那
須　

裕
美
（
３
年
）

椎
葉　

裕
馬
（
２
年
）

橋
本　

康
聖
（
２
年
）

黒
木　

晏
夏
（
２
年
）

椎
葉　

章
雄
（
１
年
）

椎
葉　

恭
平
（
１
年
）

椎
山　
　

環
（
１
年
）

■
松
尾
中

【
卓
球
】

鹿
瀬　

遼
太
（
３
年
）

那
須　

理
美
（
３
年
）

出
口　

裕
章
（
２
年
）

那
須　

裕
太
（
２
年
）

鹿
瀬　

竣
介
（
１
年
）

【
陸
上
】

椎
葉　

恭
太
（
３
年
）

中
村　
　

築
（
３
年
）

那
須　

一
樹
（
３
年
）

荒
竹　

美
郷
（
３
年
）

甲
斐　

飛
翔
（
２
年
）

甲
斐　

明
李
（
２
年
）

荒
竹　

知
世
（
２
年
）

甲
斐　

駿
星
（
１
年
）

甲
斐　

優
太
（
１
年
）

甲
斐　

千
明
（
１
年
）

那
須　

悠
理
（
１
年
）
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最
近
、
猫
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
何
と

か
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

猫
に
つ
い
て
は
条
例
等
が
な
い
こ
と
か

ら
、
保
護
や
引
き
取
り
な
ど
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
苦
情
の
大
半
が

糞
の
散
乱
な
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

問
題
も
、
室
内
で
飼
っ
た
り
、
ト
イ
レ

を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
で
改
善
で
き
ま
す
。

猫
は
一
度
外
に
出
て
し
ま
う
と
、
な
わ

ば
り
意
識
を
持
ち
、毎
日
外
に
出
て
マ
ー

キ
ン
グ
の
た
め
糞
や
尿
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
避
妊
去
勢
手
術
を
行
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
発
情
期
に
繁
殖
し
て

子
ど
も
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
猫
の
飼
い
主
の
し
っ
か
り

し
た
飼
育
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
飼
っ
て
い
る
猫
を
捨
て
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
と
い
っ
て
捨
て
猫
や
放
置
猫
に
み
だ

り
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、
猫
が
集

ま
り
繁
殖
す
る
要
因
の
一
つ
に
な
り
ま

す
。
適
正
に
管
理
し
て
い
る
飼
い
主
の

方
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
絶
対

に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
飼
育
に
つ
い
て
も
、
村
内
各
地
で

犬
の
放
し
飼
い
や
飼
い
主
へ
の
苦
情
が
寄

犬
・
猫
の
飼
育
に
関
す
る

適
正
管
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。犬
は
、ほ
か
の
ペ
ッ

ト
と
違
っ
て
法
律
や
条
令
で
適
正
に
飼

う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
に
せ
ず
、
人
や
そ
の
財
産
に

危
害
を
加
え
な
い
よ
う
飼
い
主
の
敷
地

内
で
正
し
く
繋
留
し
、
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
散
歩
に
行
く
時
も
飼

い
主
が
引
き
運
動
を
行
い
、
危
害
や
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
し
つ
け
や
訓
練
を

行
う
な
ど
、飼
い
主
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、

そ
し
て
愛
情
を
持
っ
て
飼
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

不
適
切
な
飼
育
管
理
は
他
人
の
迷
惑

と
な
り
ま
す
。
動
物
を
飼
う
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
一
人
で
は
な
く
、
家
族
や

地
域
住
民
の
こ
と
も
考
慮
し
た
管
理
責

任
が
必
要
な
の
で
す
。
ど
う
し
て
も
飼

え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
里
親
な
ど
を

探
す
な
ど
、
生
涯
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

る
人
を
広
報
紙
や
オ
フ
ト
ー
ク
等
を
利

用
し
て
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
適
正
な
飼
育
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
犬
・
猫
の
こ
と
で
、
お
困
り
や
お
悩

み
の
方
は
、

　

税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係（
☎
６
７

－
　

３
２
０
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
10
月
１
日（
日
）、
す
べ
て
の

事
業
所
・
企
業
を
対
象
に「
平
成
18
年
度

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
」が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
統
計
調
査
は
、

産
業
、
従
業
者
規
模
、
本
所
・
支
所
の

別
、
開
設
時
期
な
ど
を
調
べ
る
国
の
最

も
基
本
的
な
調
査（
５
年
ご
と
に
実
施
、

中
間
年
に
簡
易
な
調
査
を
実
施
）で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
産
業
の
振
興
や

発
展
を
図
る
た
め
の
施
策
を
立
案
・
推

進
す
る
上
で
必
要
な
産
業
構
造
や
事
業

活
動
の
実
態
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を

提
供
す
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
忙
し
く
働
く
方
々
の
こ

と
を
考
え
て
分
か
り
や
す
く
簡
単
で
す

の
で
、
調
査
員
が
う
か
が
っ
た
際
に
は
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
関
す
る

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

役
場
企
画
観
光
課　

広
報
統
計
係

　
（
☎
６
７

－

３
２
０
３
）

　

ま
で
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
は
平
成
18
年
度 

事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
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広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより
広報しいば・やまびこ通信

モニター協議会だより

　

６
月
４
日
、
追
手
納
集
落
の
公
民
館「
御

大
師
堂
」
で
落
成
式
が
行
わ
れ
、
役
場
や

建
築
に
携
わ
っ
た
会
社
の
方
が
招
待
さ
れ
た

ほ
か
、
追
手
納
集
落
の
住
民
が
ほ
と
ん
ど

参
加
さ
れ
る
な
ど
１
０
０
人
以
上
の
方
が
集

ま
り
ま
し
た
。
式
で
は
出
席
者
全
員
で
除

幕
式
や
記
念
植
樹
、
鏡
開
き
を
し
て
待
望

の
新
公
民
館
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
御
大
師
堂
」
と
い
う
名
前
も
地

元
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
し
て
、
集
落
に
住

む
方
で
決
め
た
と
の
こ
と
。
木
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
素
晴
ら
し
い
施
設
で
、
こ
れ

か
ら
会
議
や
神
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
地

域
の
よ
り
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
尾
向
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

椎
葉
キ
ク
子
）

　

松
尾
地
区
唖
谷
集
落
の
椎
葉
高
文
さ
ん

宅
で
飼
わ
れ
て
い
る
１
匹
の
ヤ
ギ
が
地
域
の

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。名
前
は「
メ
イ
ち
ゃ

ん
」。
２
歳
の
子
ヤ
ギ
で
黒
と
白
の
模
様
に

時
折
見
せ
る
可
愛
い
仕
草
が
評
判
で
す
。

さ
ら
に
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
ヤ
ギ
と
あ
っ
て

周
辺
に
住
む
方
の
人
気
者
。
現
在
は
、
高

文
さ
ん
の
娘
さ
ん
で
も
あ
る
真
衣
ち
ゃ
ん

が
、
麦
や
草
な
ど
を
食
べ
さ
せ
る
な
ど
し
て

一
生
懸
命
に
世
話
係
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
明
る
い
話
題
を
振
り
ま
い
て
和

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
真
衣
ち
ゃ

ん
の
成
長
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で

見
守
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
松
尾
地
区
モ
ニ
タ
ー
委
員　

中
竹　

栄
）

　

７
月
19
日
、
尾
向
小
で
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
（
日
向
市
）
の
皆
さ
ん

に
よ
る
講
座
が
「
森
林
の
役
割
と
環
境
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
講
座
で
は
、
校
庭
周
辺
の
樹
木
に
名
前
を
書
い
た
名
札

を
１
人
１
本
ず
つ
立
て
て
回
っ
た
り
、
樹
木
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ
を
し
た

り
し
て
森
林
の
持
つ
働
き
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

管
理
署
職
員
の
お
話
し
の
中
で
、「
エ
ノ
キ
と
い
う
木
は
か
な
り
大
き

く
な
り
、
昔
は
１
里
ご
と
の
道
し
る
べ
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

て
１
里
と
は
何
ｋ

ｍ
あ
る
で
し
ょ
う

か
。」
と
い
う
突
然

の
質
問
に
対
し
て
、

さ
っ
と
手
を
挙
げ
て

「
は
い
！　

４
ｋ
ｍ

で
す
」
と
答
え
た
児

童
が
い
ま
し
た
。
大

人
で
も
知
ら
な
い
人

が
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
小
学
生
な
の
に

と
て
も
感
心
し
ま
し

た
。
今
回
勉
強
し
た

こ
と
を
今
の
素
直
な

心
に
感
じ
て
、
大
人

に
な
っ
て
も
自
然
の

大
切
さ
、
あ
り
が
た

さ
、
尊
さ
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
と
感
じ

た
講
座
で
し
た
。

（
尾
向
地
区
モ
ニ
タ
ー

委
員　
椎
葉
キ
ク
子
）
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Kiaora
■椎葉村外国語指導助手

Anna  Dwyer
アナ　ドゥワヤー
（ニュージーランド出身）

In February in a town called 'Hokatika' (on the west coast of the south island of New Zealand) we have a strange kind of 
festival. Its become famous all over the world. Its called ’Wild Foods festival’. Why is it famous? You can try the most 'wild' 
kinds of insects and exotic animals prepared in numerous ways. For example; real 'worm truffles' (sweet and crunchy!), 
'fried scorpions' (Crisp like potato chips), Possum stew and barbecued crocodile. Everything and anything really strange. 
New Zealand doesn't actually have crocodiles or scorpions. But it does have other really strange insects you may never 
have heard of like the 'Hoo hoo grub. Hoo hoo grubs look like giant white worms (I recommend this barbecued! tastes like 
peanut butter. It's yummy). Some of the festival foods are bought in from all over the world for the special occasion.. You 
can check out the festival yourself at  www.wildfoods.co.nz . But I am warning you its pretty wild!

Summer poem: Shakespeare　　fs 18th sonnet
XVIII.
Shall I compare thee to a summer's day?
Thou art more lovely and more temperate:
Rough winds do shake the darling buds of May,
And summer's lease hath all too short a date:
Sometime too hot the eye of heaven shines,
And often is his gold complexion dimm'd;
And every fair from fair sometime declines,
By chance, or nature's changing course un-
trimm'd;
But thy eternal summer shall not fade,
Nor lose possession of that fair thou ow'st,
Nor shall death brag thou wander'st in his
shade,
When in eternal lines to time thou grow'st;
So long as men can breathe, or eyes can see,
So long lives this, and this gives life to thee.

（先月号からの続き）
　２月に“Hokatika”(ニュージーランド南島の西岸）と呼ばれる町で、奇妙なお祭りがありました。それは世界的に有
名なもので“Wild Foods Festival”と呼ばれています。なぜ有名になったのかって？そのまつりでは、自然なままの昆虫
やめずらしい動物がいろいろな方法で調理されているのです。例えば、実際に「ミミズ入りチョコレートキャンデー」（甘
くてカリカリ！）「サソリ揚げ」（ポテトチップスのようにパリッとしています）、フクロネズミを煮込んだものや、ワニの
丸焼きなど。どれもこれもが本当に驚くべきものばかりでした。ニュージーランドには実際、ワニやサソリはいないので
すが、奇妙な虫がいて「ホーホー幼虫」という大きな白いミミズのようなもの（私はこの虫の丸焼きがおすすめ！味はピー
ナツバターのようで、おいしいですよ）は多くの人が聞いたことがないかもしれません。
　まつりに出される食べ物の中には、世界各地から注文して買うことができるものもあります。
www.wild foods.co.nz でそのおまつりについて調べることができます。でも、それはかなりワイルドなものだと警告し
ておきます。

夏の詩：　シェイクスピアのソネット第18番

君を夏の日にたとえようか。
いや、君の方がずっと美しく、おだやかだ。
荒々しい風は、五月のいじらしい蕾をいじめるし
なりよりも、夏はあまりにあっけなく去っていく。
時に天なる瞳はあまりに暑く輝き
かと思うとその黄金の顔はしばしば曇る。
どんなに美しいものも、いつかその美をはぎ取られるのが宿命
偶然によるか、自然の摂理によるかの違いはあっても
でも、君の美しさはいつまでも君のものだ。
まして死神に君がその影の中でさまよってるなんて自慢話をさせてたまるか
永遠の詩の中で君は時そのものへと熟しているのだから。
ひとが息をし、目がものをみるかぎり
この詩は生き、君に命を与えつづける。 和訳：寺原ひろみさん（上椎葉出身）
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大
昔
の
事
じ
ゃ
っ
た
。
あ
る
海
辺
の
村
の
、
松

原
の
近
く
に
、
一
人
の
若
者
が
住
ん
じ
ょ
っ
た
そ

う
な
。
若
者
は
、家
の
回
り
に
狭
い
畑
を
耕
し
て
、

作
物
を
作
っ
て
お
っ
た
。
天
気
の
良え

え
日
に
は
、

海
に
も
出
て
、
魚
を
捕
っ
て
暮
ら
し
て
お
っ
た
そ

う
じ
ゃ
。
あ
る
夏
の
暑
い
日
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
天
気
が
良
え
か
ら
、
魚
を
捕
り
に
浜
に

出
て
行
き
よ
っ
た
ら
、
松
原
の
近
く
に
来
る
と
、

良
え
匂に
お

い
が
し
て
お
っ
た
。
見
る
と
、
松
の
木
の

枝
に
、
何
か
掛
か
っ
ち
ょ
っ
た
。
若
者
が
近
づ
い

て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
見
た
事
も
な
い
よ
う
な
、

真
っ
白
な
着
物
じ
ゃ
っ
た
。「
こ
り
ゃ
あ
、
良
え

物
を
み
つ
け
た
わ
い
。
持
っ
て
帰
っ
て
、
家
の
宝

に
せ
に
ゃ
あ
い
か
ん
。」
若
者
は
漁
に
出
る
こ
と

は
取
り
や
め
て
、そ
の
着
物
を
持
っ
て
、家
に
戻
っ

た
。
そ
れ
か
ら
、
竹
山
に
行
て
、
竹
を
切
っ
て
来

て
、
そ
れ
を
割
っ
て
、
竹た
け

籠か
ご

を
作
っ
た
。
そ
う
し

て
、
そ
の
中
に
着
物
を
入
れ
て
、
蔵
の
戸
棚
の
奥

に
し
ま
っ
て
お
い
た
。

　

三
日
ほ
ど
経た

っ
て
か
ら
、
若
者
の
家
に
、
ム
ラ

で
は
見
掛
け
な
い
、
良
え
女お
な
ご子
が
や
っ
て
来
た
。

女
子
の
言
う
こ
と
に
ゃ
あ
、「
私
は
、
星
の
世
界

の
者
で
す
。
三
日
前
に
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
こ
の

浜
辺
に
降
り
て
来
て
、
松
の
木
の
枝
に
、
羽
衣
を

掛
け
て
、
水
浴
び
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
水
浴
び

が
す
ん
で
か
ら
、星
の
世
界
に
帰
ろ
う
と
思
う
て
、

羽
衣
を
掛
け
た
松
の
木
の
所
ま
で
来
て
み
ま
す
け

れ
ど
も
、
羽
衣
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
三
日
間
、

こ
の
松
原
を
、
端
か
ら
端
ま
で
探
し
廻
っ
て
み
た

け
れ
ど
、
と
う
と
う
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
、
私
は
、
星
の
世
界
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
を
、
こ
の
家
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。
お

前
さ
ん
の
、
嫁よ
め

御ご

に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
生
懸
命

働
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。
若
者

は
「
願
っ
て
も
無ね

ぇ
こ
と
だ
」
ち
て
言
う
て
、
こ

の
星
の
世
界
か
ら
来
た
と
い
う
女
子
を
、
嫁
御
に

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

嫁
御
は
、
一
生
懸
命
働
い
た
。
若
者
の
身
の
回

り
の
お
世
話
も
し
て
く
れ
た
し
、
畑
の
仕
事
も
一

生
懸
命
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十と
つ
き月
ほ
ど
暮
ら

し
て
お
る
う
ち
に
、
そ
の
嫁
御
が
、
男
の
子
を
生

ん
だ
。
嫁
御
は
「
坊
や　

坊
や
」
ち
て
言
う
て
、

大
変
な
可
愛
い
が
り
よ
う
じ
ゃ
っ
た
。
坊
や
は
、

ド
ン
ド
ン　

ド
ン
ド
ン
大
き
く
な
っ
て
、
七
歳
に

な
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。
若
者
│
│
坊
や

の
お
父と
う

は
、
坊
や
に
「
こ
の
家
に
は
宝
物
が
あ

る
、
お
っ
母か
あ

に
は
、
決
っ
し
て
教
え
る
じ
ゃ
あ
な

い
ぞ
」、
ち
て
、「
蔵
の
戸
棚
の
奥
の
竹
籠
の
中
に

は
、
宝
物
が
入
れ
て
あ
る
。」
ち
て
言
う
た
。
言

う
て
お
い
て
、
お
父
は
、
漁
に
出
掛
け
て
行
て
し

も
う
た
。
そ
れ
で
坊
や
は
、
お
っ
母
に
「
こ
の
家

に
は
大
切
な
宝
物
が
あ
る
。
お
父
が
、『
お
っ
母

に
ゃ
、
決
し
て
言
う
じ
ゃ
あ
な
い
ぞ
』、
ち
て
言

う
て
、
漁
に
出
掛
け
て
行
た
が
」。

　

そ
う
し
て
、
坊
や
は
蔵
に
行
て
、
戸
棚
を
開
け

て
、
竹
籠
を
持
ち
出
し
て
来
て
、
お
っ
母
に
渡
し

た
。
お
っ
母
が
、
蓋ふ
た

を
取
っ
て
み
る
と
、
そ
の
中

に
は
、
八
年
前
、
お
っ
母
が
浜
の
松
の
木
の
枝
に

掛
け
て
お
い
た
、
あ
の
羽
衣
じ
ゃ
っ
た
。
お
っ
母

は
、
そ
の
羽
衣
を
着
て
、
坊
や
に
舞
を
し
て
見
せ

た
そ
う
じ
ゃ
。
そ
れ
か
ら
、
前
の
畑
に
行
て
、
大

け
な
西す
い
か瓜
を
採
っ
て
来
て
、「
こ
の
西
瓜
を
、
坊

や
と
二
人
で
食
べ
に
ゃ
い
か
ん
。
こ
の
西
瓜
か
ら

出
る
西
瓜
の
汁
を
、
一ひ
と

滴し
ず
くも

零こ
ぼ

さ
ん
よ
う
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
お
っ
母
は
、
こ
の
家
で
、

坊
や
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
。」

ち
て
言
う
て
西
瓜
を
二
つ
に
割
っ
た
、
坊
や
が
そ

の
西
瓜
を
食く

お
う
と
す
る
と
、
西
瓜
の
中
か
ら
汁

が
水
の
ご
と
流
れ
出
た
。
そ
れ
が
、
ド
ン
ド
ン　

ド
ン
ド
ン
流
れ
出
て
、
溢あ
ふ

れ
て
大
け
な
川
に
な
っ

た
。
お
っ
母
は
、
川
向
こ
う
の
岸
ま
で
、
羽
衣
で

舞
う
て
行
て
し
も
う
た
。
驚
い
て
坊
や
は
、「
お
っ

母
ぁ
。
お
っ
母
あ
。」
ち
て
言
う
て
叫
ん
だ
。
と

こ
ろ
が
、
お
っ
母
は
、「
お
父
と
、
仲
良
う
し
て

暮
ら
し
て
お
れ
。
七な
の
か日
、
七
日
に
は
来
て
、
ま
た

逢あ

う
か
ら
」、
ち
て
言
う
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
坊
や
は
、「
七し
ち
が
つ月
の
や
ぁ
？
」
ち

て
聞
き
返
し
た
。
す
る
と
お
っ
母
は
、
頷
う
な
づ

き
な
が

ら
、
星
の
世
界
に
昇
っ
て
行
て
し
も
う
た
。
坊
や

が
、「
七
月
の
や
ぁ
？
」
ち
て
言
う
て
し
も
う
た

も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
毎
年
一
回
、
七
月
七
日
だ
け
、

お
っ
母
は
、
坊
や
に
逢
い
に
来
た
そ
う
じ
ゃ
。
西

瓜
の
中
か
ら
流
れ
出
た
水
が
、
今
の
天
の
川
と
い

う
こ
と
じ
ゃ
。
坊
や
は
、
七
月
七
日
に
な
る
と
笹

竹
を
切
っ
て
来
て
、
軒
端
に
立
て
て
、
そ
れ
に
、

願
い
事
を
書
い
て
、
お
っ
母
の
来
る
の
を
待
っ
て

お
っ
た
。
お
っ
母
と
坊
や
の
悲
し
い
お
話
。

（
聞
き
手　

山
中
時
子
）

話
型
＝
天
人
女
房

発
端
句
＝
大
昔
の
事
じ
ゃ
っ
た

結
末
句
＝
悲
し
い
お
話

（
解
説
）
織
姫
星
と
牽
牛
星
が
逢
引
き
を
す
る
と

い
う
一
般
的
な
七
夕
の
昔
話
で
は
な
い
。
英
一
さ

ん
の
昔
話
は
、
九
州
中
央
山
地
の
椎
葉
村
の
昔
話

と
い
う
よ
り
は
、い
つ
も
な
が
ら
全
国
的
な
の
が
、

う
れ
し
い
。
英
一
さ
ん
が
、
全
国
的
に
も
横
綱
格

の
昔
話
伝
承
者
で
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
今
回
初
め
て
英
一
さ
ん

ご
自
身
の
口
か
ら
そ
の
理
由
を
伺
っ
た
。

　

英
一
さ
ん
の
母
堂
は
、
ミ
ツ
様
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
、
明
治
二
十
四
年
生
ま
れ
の
人
。
英
一
さ
ん
は

昭
和
五
年
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
ミ
ツ
様
三
十
九
歳

の
お
子
で
あ
る
。年
と
っ
て
か
ら
の
子
は
可
愛
い
。

英
一
さ
ん
は
、
ミ
ツ
様
に
こ
と
の
ほ
か
可
愛
が
ら

れ
た
よ
う
だ
。
小
学
校
低
学
年
ま
で
、
ミ
ツ
様
の

膝ひ
ざ

か
ら
離
れ
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
溺
愛
ぶ
り

だ
っ
た
、
と
い
う
。
英
一
さ
ん
は
、
こ
の
ミ
ツ
様

の
膝
の
上
で
、
昔
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

ミ
ツ
様
の
先
祖
は
、
延
岡
内
藤
藩
の
カ
ギ
役

だ
っ
た
、
と
い
う
。
故
あ
っ
て
脱
藩
。
椎
葉
に
隠

れ
住
ん
だ
。
従
っ
て
本
名
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

た
だ
人
徳
隠
れ
も
な
く
、
ム
ラ
人
か
ら
慕
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
乞
わ
れ
て
寺
子
屋
の
師
匠
に
な
っ

た
。
最
近
ま
で
水
越
集
落
奥
の
サ
エ
に
そ
の
墓
が

あ
っ
た
そ
う
な
。
椎
葉
で
は
、
椎
葉
勝
右
衛
門
を

名
乗
っ
た
、
と
い
う
。
徳
川
も
末
の
こ
と
の
よ

う
だ
。

　

勝
右
衛
門
に
は
実
子
が
な
く
、
養
子
を
入
れ
て

政
次
郎
と
い
っ
た
。
そ
の
子
が
角
弥
。
ミ
ツ
様
は

そ
の
子
で
、
那
須
家
に
嫁
い
で
来
ら
れ
た
も
の
と

い
う
。
英
一
さ
ん
の
昔
話
が
、教
育
的
な
こ
と
は
、

ご
先
祖
が
寺
子
屋
の
お
師
匠
さ
ん
だ
っ
た
た
め
で

あ
る
し
、
伝
え
ら
れ
た
昔
話
が
全
国
規
模
だ
っ
た

の
も
そ
の
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。

　

椎
葉
は
九
州
山
地
の
僻
村
な
が
ら
、
ム
ラ
人
の

教
養
に
つ
い
て
は
、
格
段
に
高
い
。
外
界
か
ら
の

優
秀
な
人
を
大
切
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

「
七
夕
の
お
話
」

語
り
手　

那
須
英
一
さ
ん
（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

83
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山と海の「ふれあい交流」
　６月28〜30日、村内６つの小学校に門川町立草川小の５年生44
人が訪れ、「ふれあい交流椎葉」が行われました。この交流学習が
始まったのは平成４年。今年５月（24〜26日）には椎葉村の小学５年
生28人が門川町を訪問し、今回は椎葉村での交流となりました。お
互い山と海という違う環境の中で生活していますが、この交流を通し
て豊かな心と感動の体験をしてもらおうと毎年行われています。
　迎え入れた各小学校では、ヤマメのつかみ捕りやカヌー教室、ソ
バ打ち体験など椎葉ならではの体験学習を実施。さらに各家庭へ
ホームステイするなどして交流を深めました。ほとんどの子どもが椎
葉は初めて。お互い新しい友だちがたくさん出来てうれしそうでした。

椎葉小少年剣道が九州大会へ
　スポーツ少年団の椎葉小少年剣道（13名）が、８月12 〜13日に
熊本県玉名市で行われる九州大会へ出場するため、夏休みを返上
しての猛練習を続けています。同少年剣道は、九州大会の予選を
兼ねて今年６月に本村で行われた県スポーツ少年団日向・東臼杵
南部ブロック大会の男子団体で見事優勝。攻玉館（日向市）との
決勝戦では、５−０と圧倒的な強さで制しました。さらに、他大会
でも相次いで優勝をするなど管内では無敵の強さを誇っています。
　同少年剣道は、高学年を椎葉一也さん（上椎葉下３）、低学年
を甲斐慎二さん（同）が指導。ほとんどの児童が中学生になって
も剣道を続けたいとのことで、今後の活躍が楽しみです。

ひむか神話街道で癒しを提供
　７月９日、ひむか神話街道（夜狩内〜中山トンネル）の夜狩内
側に休憩所が設けられました。これは夜狩内集落に住む有志の
方々がボランティアで整備したもので、湧き水を利用した涼が感
じられる憩いの場が完成し、多くのドライバーに喜ばれています。
　同街道は平成15年８月の開通以来、生活道や観光ルートとし
て多くの方々が利用。そこで、同集落の方々が椎葉の自然にふ
れながら道路を快適に通行してほしいと、昨年から手作りの休
憩所を提供しています。皆さんも通行された際にはぜひ立ち寄っ
て疲れを癒し、ゆとりある運転を心掛けてください。

椎葉村に移動動物園
　７月11〜12日、小崎小グラウンドで宮崎市フェニックス自然動
物園の移動動物園教室が行われました。同教室には、２交間
交流学習を行った小崎小と大河内小児童のほか小崎児童館の幼
児、地域住民など多くの方々が参加。同園の飼育担当者や宮崎
市から訪れたボランティアガイドの説明や指導のもと、フラミン
ゴやラマ、体長1.5ｍもあるヘビのレインボーボアなど25種類43
頭の動物とふれあいました。
　子どもたちは以前から同教室を心待ちにしていたとのことで、
餌やりを体験したり、絵を描いたりと日頃ふれることの出来ない
多くの動物と接しながら、とてもいい笑顔を見せていました。

▲ヤマメのつかみ捕りを体験した子どもたち（松尾小）。

▲九州大会出場を果たした椎葉小少年剣道。

▲運転の疲れを癒してくれる手作りの休憩所。

▲小崎小で行われた宮崎市フェニックス自然動物園
の移動動物園教室。

カメラ さんぽ
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▲毎年盛り上がりを見せるミニバレーボール大会。

▲尾前建設事務所前から山中橋付近までの
2800ｍを200ｍ刻みで表示。

▲学校対抗で競い合った水泳大会。

▲色鮮やかな椎葉良子さん宅（竹ノ枝尾日当）のホオズキ。

女性スポーツまつり
　７月16日、村体育館で「椎葉村女性スポーツまつり」ミニ
バレーボール大会が行われました。毎年恒例となった同大会
には、村内各地区から女性だけで編成された22チームが参加。
猛暑の中、熱戦が繰り広げられました。
　本村では老若男女を問わず人気のミニバレーボール。最高
齢は73歳と65歳以上の方もたくさん出場されましたが、どの
地域でも練習やリーグ戦などが盛んなだけあって、好プレー
が続出しました。
　なお、大会では混戦の末、上椎葉Ａチームが優勝、鹿野遊
Ｂチームが準優勝となりました。

運動の目安にして「距離表示」
　上椎葉バイパスの歩道にこのほど距離表示が設けられ、
ウォーキングの愛好者などに評判となっています。最近、同バイ
パスでは周辺に住む幅広い年齢層の方が、健康維持や体力向
上を目指してジョギングやウォーキングをする姿がよく見かけられ
るようになりました。
　そこで、村内で異業種交流活動を展開している「まつぼり会」

（東 成海会長 会員10人）が同バイパスを管理する県日向土木事
務所の許可を得て、道路脇の歩道に目安となる距離を表示。利
用者からは運動能力や計画の指標になると大好評のようです。

村小学校水泳大会
　７月25日、椎葉小のプールで村小学校体育連盟の平成18年
度水泳大会が行われました。夏休みの恒例行事となった同大
会には、村内の小学５、６年生53人が参加。平泳ぎや自由形
など個人４種目とリレーで競い合いながら日頃の練習の成果
を披露しました。
　大会では郡標準記録を上回る児童もいたほか、男女４人が
代表出場した学校対抗リレーでは活躍する姿に応援に駆けつ
けた学校関係者や保護者が大きな声援を送っていました。

ホオズキ生産がピーク
　７月下旬、村内の園芸農家では色付けされたホオズキが鮮
やかな赤色となって山の景色を彩りました。村内のホオズキ
生産者は７農家。お盆に向けて８月上旬が出荷のピークとな
ります。
　椎葉良子さん宅（竹ノ枝尾日当）では、20アールのビニー
ルハウスに約2000本のホオズキを栽培。今年２月に苗を植え
て、冬、春、梅雨時期を乗り越え６ヶ月目にしてようやく出
荷を迎えました。虫の駆除や台風対策が大変な作業とのこと
ですが、１つの苗に10個以上も実を付けた真っ赤なホオズキ
が山の緑に映えて本格的な夏の到来を感じさせていました。

春夏秋冬　まるごと椎葉
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お 知 ら せ

問い合わせは、独立行政法人平和
祈念事業特別基金（☎０１２０−
２３４−９３３）までお願いしま
す。なお、既に請求された方は必
要ありません。

看護力再開発講習会
の開催について

　就業を希望する者に対し、最近
における看護知識・技術を習得さ
せ、未就業看護職員に再就職の機
会が得られることを目的として講
習会を開催します。
■期間
　平成18年10月19・20・21・25・
26日の５日間
■場所
　宮崎県看護協会・宮崎県立看護大
■臨床実習
　県立宮崎病院・介護老人保健施
設等
■対象
①未就業の保健師・助産師・看護
師・准看護師であって、受講後の
再就業に意欲的な方
②再就業している未就業期間が長期
で、受講を必要としている看護職員
■主催　宮崎県・宮崎県看護協会
■参加料　1000円（資料代）
■募集人数　30名
■申込期限　平成18年９月22日（金）
■申込・お問い合わせ先
　宮崎県看護協会　宮崎県ナース
センター
　☎０９８５−５８−４５２５

県立延岡病院を受診
される患者様へ

　外来を受診される患者様から待
ち時間が長いとの多くのご指摘が
あり、この度、待ち時間短縮のた
め、また診療の効率化を図るため、
外来を受診されるすべての患者様

（救急患者を除く）に事前に受診
時間の予約を取っていただき、紹
介状を持参していただくことにな
りました。ご協力をよろしくお願
いします。

■受診される方は、以下の点にご
注意ください。
○かかりつけ医の紹介状と当該病
院・診療所からの事前予約が必要
です。
○紹介状ををお持ちでない患者様
には、初診特定療養費として、別
途1,575円をご負担いただくこと
になります。
○紹介予約患者の診療を優先しま
すので、紹介状及び事前予約のな
い患者様は、診療時間が不確定と
なり長時間お待ちいただくことに
なります。
■問い合わせ先
　県立延岡病院　事務部医事課
　☎０９８２−３２−６１８１

募　　集
椎葉村職員採用試験
について

　椎葉村では次のとおり職員を募集
するため、採用試験を実施します。

「第56回　牧水祭」
　旅と自然を愛した、日向市東郷町が生んだ歌人「若山牧水」を偲ぶ
牧水祭を次のとおり開催します。参加は自由ですので、市内外を問わ
ず、皆さんのお越しをお待ちしています。
■期日　９月17日（日）
■場所　牧水生家裏歌碑前・牧水公園ふるさとの家
・「歌碑祭」午前９時30分〜
・「偲ぶ会」午前10時40分〜
・「懇親会」午後12時30分〜
■問い合わせ先
　日向市生活環境部文化スポーツ課
　文化振興係
　☎５２−２１１１

　日向東臼杵南部圏域情報

■職種
　初級一般事務（Ａ）
■採用予定人員
　若干名
■職務内容
　村長部局等に勤務し、一般事務
に従事
■年齢
　昭和52年４月２日〜平成元年４
月１日までに生まれた者
■一次試験日時
　平成18年９月17日（日）
　受付：７時30分〜
■一次試験場所
　宮崎県立門川高校
■受験申込方法
　役場総務課で交付する申込用紙
に必要事項を記入の上、持参また
は郵送してください。
■申込期限
　平成18年８月14日（月）
　当日消印有効
■問い合わせ先
　椎葉村役場総務課人事係
　☎６７−３２０１

自衛隊から募集のお知らせ
募 集 種 目 応募資格 受付期間 一次試験

防衛大学校学生（男女） 高卒（見込含）
21歳未満の者 ９/　8（金）

〜
９/29（金）

11/11（土）〜12（日）
防衛医科大学校学生（男女） 11/4（土）〜５（日）

看護学生（男女） 高卒（見込含）
24歳未満の者 10/15（日）

■問い合わせ先　自衛隊日向募集事務所　☎５２−６９１４
　　　　　　　　椎葉村役場総務課　☎６７−３２０１
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Shiiba Information

お知らせ
8月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●広報Eメールアドレス
tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●7月1日現在
　男　　1,700人（−2）
　女　　1,712人（−1）
　計　　3,412人（−3）
世帯数　1,278戸（＋3）

８月の納税について
　８月は、村県民税（２期）と国民
健康保険税（３期）の納税月です。
期限内（８月31日）までに納付して
いただきますようお願いします。
■問い合わせ先
　役場税務住民課
　☎６７−３２０５

行政相談の開催について
　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時　９月12日（火）
　　　　10時〜15時
　　　　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「高齢者福祉まつり」
について

　高齢者を取り巻く地域の方、子
ども、家族、村民が一体となって、
災害からの復興と本村の高齢者福
祉の発展を願い、次のとおり高齢
者福祉まつりを開催します。
■期日
　平成18年９月18日（月）※敬老の日
■会場　椎葉村民体育館

■内容
　健康・介護保険・福祉などの各
種相談、高齢者作品展示、記念品
贈呈、事例・体験発表、アトラク
ション（大正琴・日本舞踊「寿豊
会」）、公演（ハワイアンバンド・
薩摩の猿回し劇場）
■対象者
　65歳以上の高齢者及び家族。ま
た一般の方も自由に参加できます。
■参加申込方法
　各組合ごとにまとめる申込書で
お申し込みください。なお、65歳
以上の方は昼食付きですが、65歳
未満の方で昼食を希望される方
は、申込書にご記入ください。
■申込期限　平成18年９月１日
■問い合わせ先
　村福祉保健課福祉係
　☎６８−７５１３

８月は「人権啓発強
調月間」です

　宮崎県では、夏休みや盆休みな
どで家族や友達とのふれあいの機
会が多い８月を「人権啓発強調月
間」と定め、県人権啓発推進協議
会を中心に各種の啓発事業に取り
組んでいます。
　人権問題は身近な問題です。一人
ひとりが日常生活の中で人権に配
慮した態度や行動をとることが大切
です。この期間中に、学校・家庭・地
域で人権尊重の大切さや思いやり
について話し合ってみましょう。
■問い合わせ先
　㈶宮崎県人権啓発推進協議会
　☎０９８５−２６−２５０９
　村企画観光課
　☎６７−３２０３

考えていますか？ 　
電気の安全

　８月は経済産業省が主唱する
「電気使用安全月間」です。
①日頃から身のまわりの電気安全
を心がけましょう
②自家用施設の電気事故は日頃の

チェックで防ぎましょう
③自然災害にそなえた電気の安全
に努めましょう
■お問い合わせ先
　九州電力㈱日向営業所
　☎５２−２１８１

戦没者等のご遺族の
皆様へ

　戦没者等の遺族に対する特別弔
慰金（第８回特別弔慰金）が支給
されます。
■支給対象者
　今年４月１日現在で、恩給法に
よる公務扶助料や戦傷病者戦没者
遺族等援護法による遺族年金等を
受ける方（戦没者の妻や父母等）
がいない場合に、次の順番による
先順位のご遺族お一人に特別弔慰
金が支給されます。
１.昨年４月１日までに戦傷病者

戦没者遺族等援護法による弔
慰金の受給権を取得した方

２.戦没者等の子
３.戦没者等と生計関係を有して

いた①父母、②孫、③祖父母、
④兄弟姉妹

４.３以外の①父母、②孫、③祖
父母、④兄弟姉妹

５.１から４以外の三親等内の親族
■支給内容
　額面40万円、10年償還の記名国債
■請求期限
　平成20年３月31日まで
■請求窓口
　福祉保健課　福祉係
　☎６８−７５１３

恩給欠格者、引揚者
の皆様へ

　旧軍人等で恩給等を受けていな
い恩給欠格者の方、終戦に伴い本
邦以外の地域から引き揚げてこら
れた方に、内閣総理大臣名の書状
等を贈呈しています。
　請求書類は、福祉保健課福祉係

（☎６８−７５１３）の窓口にお
いてあります。資格要件などのお

お 知 ら せ
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美
様
（
桑
ノ
木
原
）

故　

尾
前　

菊
吉
様
（
尾　

前　

上
）

故　

岩
永
マ
ツ
子
様
（
上
椎
葉
下
３
）

戸
籍
だ
よ
り
（
６
月
分
）

１
日　

小
中
学
校
２
学
期
始
業
式

２
日　

県
青
年
大
会
（
〜
３
日
）

５
日　

Ｍ
Ｒ
・
麻
疹
予
防
接
種

９
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
予
選

（
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
決
勝

（
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

12
日　

３
種
混
合
予
防
接
種

14
日　

２
歳・
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
検
診

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

中
旬　

村
議
会
９
月
定
例
議
会

17
日　

中
学
校
体
育
大
会

　
　
　

村
職
員
採
用
試
験
（
門
川
町
）

18
日　

高
齢
者
福
祉
ま
つ
り

　
　
　
（
村
体
育
館
）

19
日　

風
疹
予
防
接
種

26
日　

乳
児
健
診
・
相
談

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

９
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

ス
タ
ン
プ
５
個
集
め
る
と
抽
選
で
す

て
き
な
商
品
が
当
た
る
！

　

宮
崎
県
北
の
10
市
町
村
を
５
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
て
い
ま
す
。
５
エ
リ

ア
全
部
（
１
エ
リ
ア
１
個 

×
５
エ
リ

ア
＝
５
個
）
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

応
募
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
抽

選
で
２
０
０
名
様
に
３
千
円
相
当
の

特
産
品
等
が
当
た
り
ま
す
。

目
指
せ
！ 

ス
タ
ン
プ
10
個
！

10
市
町
村
制
覇
で
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
！

　

さ
ら
に
、
10
市
町
村
の
ス
タ
ン
プ
全

部
を
押
し
て
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の

中
か
ら
、
抽
選
で
10
名
様
に
１
万
相
当

の
特
産
品
等
が
当
た
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

平
成
18
年
７
月
22
日

㈯
〜
平
成
19
年
１
月
10
日
㈬

■
抽
選　

抽
選
は
３
回
行
い
ま
す
の

で
、
ス
タ
ン
プ
が
揃
い
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
締
切

・
第
１
回
締
切  

平
成
18
年
９
月
30
日
㈯

・
第
２
回
締
切  

平
成
18
年
11
月
30
日
㈭

・
最
終
締
切  

平
成
19
年
１
月
10
日
㈬

宮
崎
県
北
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
！

北
ひ
む
か
神
話
の
郷
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■
そ
の
他

・
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
は
、
各
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
ま
た
は
各
市
町
村
役

場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

・
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
の
抽
選
は
最
終
締
切

り
の
後
に
行
い
ま
す
。

・
ご
応
募
は
、
各
抽
選
お
１
人
様
１

枚
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

Ａ―

①
（
延
岡
市
）
ヘ
ル
ス
ト
ピ
ア
延
岡
・
Ｅ
Ｔ
Ｏ

ラ
ン
ド
・
道
の
駅
北
浦
・
売
店

Ａ―

②
（
北
川
町
）
道
の
駅
「
は
ゆ
ま
」・
祝
子
川
温

泉
「
美
人
の
湯
」

Ｂ―

③（
日
向
市
）サ
ン
パ
ー
ク
温
泉「
お
船
出
の
湯
」・

馬
ヶ
背
観
光
案
内
所
・
道
の
駅
「
と
う
ご
う
」

Ｂ―
④
（
門
川
町
）
門
川
温
泉
「
心
の
杜
」・
海
遊
物

産
館
「
う
み
す
ず
め
」

Ｃ―
⑤
（
美
郷
町
）
手
づ
く
り
「
北
の
郷
」・
石
峠
レ

イ
ク
ラ
ン
ド
・
南
郷
温
泉
「
山
霧
」

Ｃ―

⑥
（
日
之
影
町
）
日
之
影
温
泉
駅
・
道
の
駅
「
青

雲
橋
」

Ｄ―

⑦
（
諸
塚
村
）
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
ろ
つ
か

「
し
い
た
け
の
館
21
」・
池
の
窪
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

「
ハ
ー
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
あ
夢
」

Ｄ―

⑧
（
椎
葉
村
）
椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家

本
陣
」・
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館

Ｅ―

⑨
（
高
千
穂
町
）
道
の
駅
「
高
千
穂
」・
天
岩
戸

温
泉

Ｅ―

⑩（
五
ヶ
瀬
町
）ご
か
せ
温
泉
森
の
宿「
木
地
屋
」・

特
産
セ
ン
タ
ー
ご
か
せ

■
問
い
合
わ
せ
先　

椎
葉
村
企
画
観

光
課　

☎
６
７

－

３
２
０
３
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《
特
選
》

あ
ど
け
な
き
童
子
の
大
き
な
麦
藁
帽	

黒
木
八
重
子

［
評
］�

そ
の
子
ど
も
は
、
つ
ば
の
広
い
麦
藁
帽
を
か
む
っ
て
、
日
焼
け
し
た
顔
に
白
い

歯
を
見
せ
て
ほ
ほ
笑
む
。
村
の
子
ど
も
だ
が
、仏
道
修
行
の
少
年
を
呼
ぶ「
童
子
」

の
語
を
用
い
る
。
作
者
の
や
さ
し
い
眼
差
し
を
思
う
。

山
す
そ
に
家
々
灯
り
初
夏
の
夜	

椎
葉
シ
ヅ
子

［
評
］�

日
中
は
汗
ば
む
程
で
あ
っ
た
が
、
湯
上
が
り
後
は
す
っ
き
り
す
る
夕
暮
れ
。
向

か
い
の
山
裾
に
点
々
と
灯
が
と
も
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
団
欒
の
と
き
、
憩
い
の

時
。

描
き
た
く
て
描
き
し
鬼
灯
青
の
頃	

小
丸
川
河
童

［
評
］�

ホ
オ
ズ
キ
が
あ
る
。
色
合
い
は
淡
い
赤
だ
が
蔕
の
あ
た
り
は
青
い
ま
ま
。
ふ
く

ら
み
に
や
さ
し
さ
。
河
童
さ
ん
早
速
、
絵
筆
を
と
る
。
二
刷
け
三
刷
、
鬼
灯
の

絵
が
出
来
上
が
る
。
気
分
清
々
し
。

《
入
選
》

姫
百
合
の
見
映
え
と
余
情
う
る
わ
し
く

中
瀬　
　

汀

木
の
洞
に
新
御
幣
立
つ
祭
あ
と

〃

梅
ち
ぎ
る
大
き
小
さ
き
も
香
り
よ
し

那
須　

瑞
穂

梅
雨
明
け
の
日
射
の
強
さ
身
に
沁
み
る

〃

さ
や
さ
や
と
風
に
誘
わ
れ
竹
落
葉

山
本　

和
枝

吹
く
風
を
し
な
や
か
に
受
け
合
歓
の
道

〃

腕
ぬ
ら
し
へ
そ
を
濡
ら
し
て
西
瓜
食
ぶ

那
須　
　

正

退
院
の
迎
え
に
和
み
飛
燕
草

黒
木　
　

紀

豪
雨
後
の
打
ち
ひ
し
が
れ
て
韮
の
花

山
茶　

之
実

そ
れ
ぞ
れ
に
足
の
ば
し
い
る
夏
座
敷

戸
辺　

好
郎

新
緑
を
多
き
屏
風
と
し
て
広
間

小
丸
川
河
童

夏
越
し
祓
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
て
祈
る
こ
と

黒
木
八
重
子

俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

編
集
後
記

▼
７
月
23
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
「
小
丸
川
源
流

ま
つ
り
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
数
日
間
続
い

た
豪
雨
の
影
響
で
、
会
場
と
な
る
河
川
敷
が
冠
水

し
た
た
め
で
す
。
取
材
を
兼
ね
て
家
族
み
ん
な
で

参
加
す
る
予
定
で
し
た
の
で
と
て
も
残
念
で
し
た

が
、
何
ヶ
月
も
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
地
域

の
方
は
も
っ
と
つ
ら
い
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
▼
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
が
本
格
的
な
イ
ベ

ン
ト
シ
ー
ズ
ン
。
今
年
こ
そ
は
台
風
災
害
に
悩
ま

さ
れ
な
い
よ
う
祈
る
だ
け
で
す
。（
正
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

｢

み
ん
な
の
声｣

を

　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
椎
葉
へ
の
想

い
、｢

広
報
し
い
ば｣

の
感
想
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
の
投
稿
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
企
画
観
光
課　

｢

広
報
し
い
ば｣

係

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可 

０
９
８
２

−

６
７

−

２
８
２
５
）

　

村
イ
チ
ゴ
部
会
代
表
の
椎
葉
伊
香
保
さ
ん

（
表
紙
写
真
）
を
は
じ
め
３
農
家
が
取
り
組
む

標
高
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
高
冷
地
を
生
か
し
た

イ
チ
ゴ
栽
培
。
７
月
中
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
気
温
や
日
照
時
間
の
管
理
な
ど
き

め
細
か
な
作
業
が
大
変
と
の
こ
と
。
県
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

も
と
、
こ
の
真
夏
に
椎
葉
だ
か
ら
出
来
る
新
た

な
特
産
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月の表紙  Cover Message

BOOK  CORNER

「おいしい手みやげ お菓子を作る＋包んで贈る」
平山由香・井上由季子（文化出版局）

　

ち
ょ
っ
と
し
た
集
ま
り
に
喜
ば
れ
る

手
み
や
げ
用
の
お
菓
子
と
手
持
ち
の
箱

や
缶
、
リ
ボ
ン
や
ひ
も
を
利
用
し
た
可

愛
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
方
法
を
紹
介
し
た
楽

し
く
て
役
立
つ
一
冊
で
す
。

　
「
め
ん
ど
く
さ
が
り
屋
さ
ん
」
の
た

め
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
書
で
す
。

　

夏
休
み
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
で
す
。

使
っ
て
い
る
色
は
、
黄
・
青
、
そ
れ
を

重
ね
た
緑
だ
け
。
静
か
な
画
面
が
何
と

も
あ
た
た
か
く
見
え
ま
す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
っ
て
ど
う
い
う
意

味
？　

今
日
も
あ
の
ば
あ
さ
ん
が
や
っ
て

来
た　
「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
て
な
い
か

い
？
」　

物
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ
絵

本

「ものぐさガーデニングのススメ」
斉藤吉一（山海堂）

「はちうえは　ぼくにまかせて」
ジーンジオン さく、マガレット・ブロイ・グレアム え、もりひさし やく（ペンギン社）

「もったいないばあさん」
真珠まり子（講談社）

■ここで紹介した本は、村開発センター図書室で貸し出しています。（教育委員会　☎６７-２８５０）
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椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
広報Eメールアドレス　tadataka@vill.shiiba.miyazaki.jp

　ユキノシタ科アジサイ属。夏になると標高400ｍ
以上の明るく開けた川沿いや道路端、原野などで枝
先にアジサイに似た大きな白い花を付けた低木を見
かけます。これがノリウツギで、本村ではノリギと
呼ばれています。ノリとは「糊

の り

」の意で、和紙を作
るときにこの木の内樹皮に含まれる粘液を糊剤とし
て混入して、ミツマタやコウゾの繊維を接着させる
ことから付きました。また、ウツギは空木で幹が中
空になっているからです。樹高約５m、直径20cm
前後に達し、北海道から九州まで分布します。葉は
大型で縁に鋭い鋸歯があり、葉柄は赤く十字対生で
希に三枚輪生しま
す。花は雌雄同株
で、円錐状花序の
中央部の多数の小
花が本当の花にな
り、周りに生殖能
力のない装飾花を
付け昆虫を誘いま
す。装飾花は葉が
枯れた後も翌春ま
で宿存します。高
原の情景にふさわ
しいので緑化用花
木としても使われ
ます。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

ノリウツギ
46

未来にはばたけ！

Face in　August

椎葉　沙弥香さん （23歳：若宮住宅）

勤務先：鹿野遊小臨時職員

趣　味：料理・ドライブ

鹿野遊小は児童数は少ないで
すが、みんな仲良く明るい雰
囲気でとても素晴らしい学校
です。結婚を機会にこの学
校から離れることになります
が、鹿野遊小に負けないぐら
いの明るい家庭を作りたいと
思います。

村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
商
品
紹
介

お
す
す
め
の
一
品

■
生
産
グ
ル
ー
プ

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
夢
織
会

（
中
竹
直
人
会
長　

会
員
13
人
）

■
価
格
と
内
容

・
１
５
０
ｇ
パ
ッ
ク　

１
個　

２
０
０
円

・
３
０
０
ｇ
パ
ッ
ク　

１
個　

３
９
０
円

　

椎
葉
の
お
土
産
品
と
し
て
人
気
の
「
梅
酒　

姫
伝
説
」

に
漬
け
込
ま
れ
た
梅
を
そ
の
ま
ま
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
ま

し
た
。
ハ
チ
ミ
ツ
入
り
の
ま
ろ
や
か
さ
と
酸
味
の
効
い

た
後
味
す
っ
き
り
の
梅
酒
そ
の
も
の
の
味
が
楽
し
め
ま

す
。（
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
酒
に
弱
い
方
や
お
子
さ
ん
に
は
注
意
が
必
要
で
す
）

　

梅
実
は
、
夢
織
会
が
丹
誠
込
め
て
育
て
た
大
粒
で
果

肉
た
っ
ぷ
り
の
南
高
梅
。
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
美
味
し

く
、
ま
た
お
菓
子
や
ゼ
リ
ー
な
ど
へ
の
加
工
に
も
最
適

で
す
。
今
回
が
初
め
て
の
販
売
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
梅
酒
と
と
も
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
販
売
先

椎
葉
村
物
産
セ
ン
タ
ー
「
平
家
本
陣
」

　
（
☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
３
９
）

　
（
ＦＡＸ
０
９
８
２

−

６
７

−

３
１
４
４
）

「しいば姫伝説　　
　　　　梅酒うめ」

※「
梅
酒 

姫
伝

説
」
は
村
内
の

酒
屋
さ
ん
で
お

買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

山中寿
じゅ

世
せ

夢
む

　ちゃん
（若宮住宅）

平成16年８月29日生まれ
おとうさん：敬二さん
おかあさん：フェさん

テレビが大好きでいつもニコニ
コ顔の寿世夢くん。これからも
明るく元気に育ってね！

西　　琉
りゅう

希
き

　ちゃん
（若宮住宅）

平成16年10月16日生まれ
おとうさん：真次郎さん
おかあさん：玲佳さん

大好きなキクエばあちゃんといつも一緒のせい
か、最近顔が似てきました（笑）。将来はバレー
ボール選手を目指して、大きく元気に育ってね！


